
１ ダラス市訪問日程・内容 

日程 内容 

１７日（火） 

ダラス着 

ダラス・フォートワース日米協会主催レセプション出席 

（本市プレゼンテーション） 

１８日（水） 

ダラス市長表敬訪問（両市長の面会は今回が初めて） 

トヨタモーター・ノースアメリカ視察（企業活動視察）

ミツワマーケットプレイス・テキサスプレイノ店視察（仙台・宮城特産品等紹介） 

１９日（木） 
２５周年記念モニュメント（秋保石製の石灯籠）除幕式参加 

テキサス大学ダラス校視察（芸術拠点整備計画）

２０日（金） 
ダラス発－サンフランシスコ着（市長ら３名） 

ダラス発（市長ら３名を除く） 

２１日（土） 羽田着 

【ダラス市について】 

（１）本市との国際友好都市提携について

１９９７（平成９）年８月２９日に国際友好都市提携。当初、経済界や学会等、民間での

交流が行われていたが、１９９２年（平成４年）に当時のダラス市長が来仙した後、青少年

交流、市民訪問団の相互訪問等の約５年間の交流を経て提携に至った。 

（２）ダラス市の概要（人口約１３５万人、エリック・ジョンソン市長）

テキサス州北部に位置する米国中南部の拠点都市。商業、流通、金融、製造業が盛ん。全

米最大規模のダラス・フォートワース国際空港や、世界最大の卸売展示場であるダラス・マ

ーケットセンターなどの施設がある、全米有数のコンベンション都市。多くのプロスポーツ

チームの本拠地でもある。

別紙 



 

２ シリコンバレー訪問日程・内容 

 

日程 内容 

２０日（金） 

サンフランシスコ着 

スタンフォード大学経営大学院の学生との意見交換 

スタンフォード大学経営大学院の学生で、ケニアのスタートアップにおいて

５年間経営幹部を務めた熊平智伸氏から、自身の経験やスタンフォード大学で

の学びをもとに、世界の中でインパクト・スタートアップ（社会課題の解決と企

業としての持続可能な成長の両立を目指すスタートアップ）が社会に与えてい

る影響などについてお話しいただき、意見交換を行う。 

スタンフォード大学アジア・米国技術経営研究センター所長の講演 

スタンフォード大学アジア・米国技術経営研究センター所長のリチャード・ 

ダッシャー氏から、約３０年にわたる日米企業のイノベーションに関する研究

結果やシリコンバレー、日本等のスタートアップのアドバイザーを務めてきた

経験をもとに、日本のスタートアップの成長過程における課題などについて講

演いただく。 

東北のスタートアップ等との意見交換 

本市主催の事業成長支援プログラム等に採択され、その一環として現地のス

タートアップ支援機関のプログラム（５日間）を受講中の日本のスタートアップ

１１社（東北８社、東京３社）から、プログラムから得た学びについて感想や意

見を伺う。また、リチャード・ダッシャー氏を交えて、スタートアップの事業成

長や海外展開に必要な要素などに関する意見交換を行う。 

ナイアンティック社の経営幹部との意見交換 

ナイアンティック社の経営幹部を務める仙台市出身の河合敬一氏から、シリ

コンバレーの事業環境や、グローバルに活躍する人材に求められる能力などに

ついて伺い、意見交換を行う。 

ジェトロ・サンフランシスコ事務所所長等との意見交換 

ジェトロ・サンフランシスコ事務所の所長から、日本のスタートアップの海外

展開の可能性などについて伺うとともに、現地のスタートアップ関係者を交え

て、東北のスタートアップ・エコシステムの発展などに関する意見交換を行う。 

２１日（土） サンフランシスコ発 

２２日（日） 羽田着 

 


